
令和　７　年　　月　　日

1 河川空間とまち空間が融合した良好なネットワークの形成
平成　３１　年度　～　令和　５　年度　（　５　年間）

・古から築かれてきた最上小国川の清流としての魅力や価値を継承しながら、地域資源に新たな魅力と価値を加え、川とまちとの良好なネットワークを形成し、地域交流の創出を図り、観光交流などの地域活性化を推進する。

（R1当初） （R3末） （R5末）
鮎の漁獲量

イベント参加者数

観光者数

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

１．交付対象事業の進捗状況

A08　その他総合的な治水事業
事業 地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度）
種別 種別 対象 間接 施設種別 H31 R2 R3 R4 R5

合計 258
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H31 R2 R3 R4 R5

番号 備考

Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）
種別 種別 対象 間接 H31 R2 R3 R4 R5

番号 備考

その他関連する事業
　　事業種別 地域 交付 直接 事業及び 事業実施期間（年度）

種別 対象 間接 施設種別 H31 R2 R3 R4 R5

Ａ' Ｂ' Ｃ'

事　後　評　価　（中　間　評　価）

中間目標値

　ホームページによる公表

23,111kg／年 －

258 百万円 (C+C')/((A+A')+(B+B')+(C+C'))

　　　 百万円

 社会資本総合整備計画  事後評価書

計画の期間

　　計画の成果目標（定量的指標）

備考
最終目標値

事後評価の実施体制 事後評価の実施時期

公表の方法

　整備計画期間の翌年度

　第三者委員会である「山形県公共事業評価監視委員会」から意見を聴取し評価を行う

備考市町村名番号 事業者

交付対象事業

150万人／年

　　　 百万円Ｃ

　　定量的指標の定義及び算定式
当初現況値

計画の名称
交付対象

計画の目標

そのほか関連する事業
（Ｄ）

258 百万円

山形県

・鮎の漁獲量を23,111kgから34,700kgに増加させる。
・イベント参加者数を5,215人／年から8,000人／年に増加させる。
・地域内の観光者数を93万人／年から150万人／年に増加させる。

　　　 百万円全体事業費 Ｂ258 百万円
合計

（A+B+C+D）
Ａ

定量的指標の現況値及び目標値

34,700kg／年

5,215人／年 － 8,000人／年

93万人／年 －

市町村名
全体事業費
（百万円） 備考

A08-001 総合治水 一般 山形県 直接 山形県 環境 － 最上小国川総合流域防災事業
親水護岸、坂路、スロープ、
鮎の生息に配慮した河道整備 最上町、舟形町 258 -

番号 事業者
省略
工種

要素となる事業名 事業内容

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容

省略 全体事業費
（百万円）工種

事業内容要素となる事業名

 市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

備考
工種

一体的に実施することにより期待される効果

事業者
省略
工種

要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円） 備考



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・向町イベントゾーンでは、県事業に引き続き令和７年度から最上町で河川利用に向けた駐車場の整備等を実施しており、令和８年度より最上小国川を利用したイベ
ントを予定している。

・定量的指標が未達成であるものの、今後も活用が見込まれているため、引き続き２町（舟形町、最上町）と協力しながら、最上小国川の魅力を発信していきたい。

Ⅱ定量的指標の達成状況

34,700kg／年

20,666kg／年

150万人／年

86万人／年

指標②

8,000／年

新型コロナウィルスによるイベント減少により目標未達成。指標③

指標① 令和４年度の大雨被害、釣り客の減少により目標未達成。

新型コロナウィルスによるイベント減少により目標未達成。

1,668／年

河川管理施設の改築により河川利用の促進は図れたものの、新型コロナウィルスの影響など社会情勢の変化により目標を達成することができなかった。


